
発 議 第 ６ 号 

平成26年６月19日 

 

幕別町議会議長 古川 稔 様 

 

提出者 幕別町議会議員 前川 雅志 

賛成者 幕別町議会議員 藤原  孟 

賛成者 幕別町議会議員 田口  

賛成者 幕別町議会議員 牧野 茂敏 

賛成者 幕別町議会議員 中橋 友子 

賛成者 幕別町議会議員 斉藤喜志雄 

  

「ＴＰＰ協定交渉から十勝を守り抜く」決議の提出について 

上記の議案を、別紙のとおり会議規則第14条の規定により提出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「ＴＰＰ協定交渉から十勝を守り抜く」決議 

 

ＴＰＰ協定交渉については、５月 12 日から首席交渉官会合、５月 19 日

から閣僚会合が開催され、共同声明には「関税の取り扱いなど市場アクセ

スの分野と貿易や投資に関するルール分野について集中的に取り組む道筋

を決めた」と明記し、交渉妥結に向け交渉参加国が継続して努力する姿勢

が強調された。 

今後、ＴＰＰ交渉参加国は、７月の首席交渉官会合に向け、二国間交渉

を重ねていくとしており、早期妥結を目指した厳しい交渉を重ねていくこ

とが想定され、緊迫した局面がさらに続くものと考えられる。また、先般、

大筋合意に至った日豪ＥＰＡにより、ＴＰＰ交渉のなし崩し的決着にもつ

ながりかねない懸念がある。 

十勝では基幹産業である農林水産業を中心として、食産業や運輸・流通

などの関連産業と連携した取り組みが盛んに進められている他、製粉工場、

製糖工場、でん粉工場及び乳業工場などが地域の雇用を支えている。ＴＰ

Ｐ協定への参加は、これまでの地域振興の努力と逆行するものであり、地

域の経済は甚大な影響を受け、地域社会が崩壊することが懸念される。 

我々はこれまで、ＴＰＰ協定が国家主権を揺るがすＩＳＤ条項や、医療・

医薬品、金融・保険、公共事業、食の安全基準・表示義務など、国民一人

ひとりの暮らしや地域社会の将来に極めて大きな禍根を残す重大な問題で

あることを繰り返し訴えてきた。今後も、各団体・機関・地域住民との連

携を一層密にし、地域の産業・経済や住民の生活に影響が生じると見込ま

れる場合には、ＴＰＰ協定交渉から撤退することを求めるための、強力な

運動を引き続き展開する。 

 

以上、決議する。 
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